













Learning experience with statistical analysis method among health and 
nursing masterʼs degree students at the Open University of Japan-
Studentsʼ needs survey and an attempt to construct a learning program




















　To develop an effective learning support program for statistical knowledge and skill in data analysis for graduate 
health and nursing students, the aims of this report are （1）to clarify the motivation and needs for learning statistical 
analysis, （2）to compose and evaluate a well-designed practicum program about statistical analysis, and （3）to 
explore and prepare a Q&A for frequently asked questions about significant statistical analysis in health research.
　For （1）, we performed a self-conducted questionnaire or structured interview survey with 13 graduate health and 
nursing students. For （2）, we composed a lecture that teaches knowledge which participants apply to own research 
data with regard to easily and provides exercises to develop skills for analyzing statistics with demo data, and we 
evaluated these through the questionnaire and feedback in （1）. For （3）, we set up a consultation service for students, 





























































































　The data analysis software used to write masterʼs theses were R/R commander （n＝6）, IBMSPSS® （n＝5）and 
Ekuseru-Toukei （n＝4）. Studentsʼ attitudes towards learning statistical analysis was dependent on the teacher, and 
self-schooling was put into practice fairly complementally. Many students required course materials with abundant 
case studies. The lectures and exercise materials were evaluated as fairly satisfactory. However, there were some 
criticisms about lecture times being rather short, the lecture pace being rather fast, and so on. The contents of the 
statistical consultation are as follows: “Can this variable be treated quantitatively or qualitatively?”, “How many 
participants are needed in this survey?” and so on. 
　A lecture class is important for reviewing statistical knowledge and creating opportunities for self-learning. A 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ための統計学  第２版  高木廣文著  医学書院  ②看護を
測る  因子分析による質問紙調査の実際  柳井晴夫・井
部敏子著  朝倉書店  ③Rによる心理・調査データ解析 
緒賀郷志著  東京図書  ④Rによるやさしい統計学  山
田剛史・杉澤武俊・村井潤一郎著  オーム社  ⑤本当に
わかりやすいすごく大切なことが書いてあるごく初歩





















護研究―基礎と応用  第３版  ヌーヴェルヒロカワ、黒







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3） Sense of coherence（SOC）とは、ストレス対処力と
しての機能をもつ、その人の人生への志向性、見方、
考え方に関する概念。把握可能感、処理可能感、有意
味感の３つの感覚から成り立つとされている。この値
が高い人は、ストレスに強い人と言える。実際に、疾
患罹患や寿命を予測することを示した実証研究も多数
ある。従来は29項目や13項目の自記式多項目尺度で測
定されるが、項目数が多く、自分自身の人生観を聞く
ような内容でもあり、対象者の回答負担があることか
ら、一般住民調査では忌避されることが多いため、簡
略版の３項目版の開発を行った。
4） TAも考えられるが、研究方法論に関しては修士号取
得者よりも高い水準の研究的資質が必要と考えられ
た。
5） コンソール、およびコマンダーの両者を含む。
6） 複数の統計ソフトを重複して修士論文作成に使用した
院生もいた。
7） 重複している場合もある。
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ンダーを利用していた対象者も、結果報告の英語表記
の読み取りが難しかったと述べていた方もいた。確か
に汎用されているSPSSやJMPにおいては、出力管理
システムあって結果標記はHTML形式で示され、日
本語表記も可能である。ただ、無料のRでそこまでの
対応を期待するのは難しいのかもしれない。
　全体としては、今回の演習の結果、半数以上がRコ
マンダーを使用して統計解析を行なうことができるよ
うになり、それなりに効果があったものと考える。ま
た、職場で統計解析ソフトを契約している者でも、勤
務中に分析をするわけにはいかず、実質的に修士論文
の作成作業は自宅で進める者が多いため、自宅のパソ
コンにインストールしてできるという点でも有用であ
る。引き続き今後もこうした演習について続けていき
たい。
4.8　おわりに
　大学院ゼミを担当し、調査研究を希望する入学生を
受け入れていく中で、基本的な文献を読むための英語
力や、計画書や論文執筆を行うためのライティング能
力と並んで、統計学や統計手法を操って、データ解析
を行なうスキルの不足については、問題と感じるよう
になった。しかしそのスキルを形成する環境は、一般
の大学院に比しても限られている印象でもあった。実
際に大学院担当の指導教員はめいめいが、独自に様々
なスキル習得環境を準備し、教育を任されているとい
う現実について改めて直面し、著者らも非常に重たい
責任を持たされていると改めて認識するに至った。
　しかしながら、そうした制約がありつつも、卒業生
の中には修士課程２年間あるいは３年間を過ごす中で
かなり高度な統計解析スキルを獲得し、高い水準の研
究論文を完成させている院生もいた。こうしたことか
らも、学生側がどのような努力を行なって、スキル習
得をしてきたのか、本報告によりその一部を示すこと
ができたといえる。
　現時点でも学習プログラムの改善作業は継続して進
めており、プロセス評価およびアウトカム評価につい
てさらなる検討が必要と考えている。
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1） 看護系（保健師、看護師、助産師）のほか、理学療法
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